
(57)【要約】

【課題】自動車用のワイヤーハーネスを構成するシール

ド線の線心露出部位において、ノイズの影響を受けにく

くすると同時に、防水性を向上させる。

【解決手段】導電性を有するペースト状のシール材１１

で線心露出部位４を被覆し、導電性を有するシート状ま

たはテープ状の外皮１２をシール材１１の表面に巻き付

ける。シール材１１は、導電性フィラーを含有するブチ

ルゴムなどの導電性自己融着粘着材である。外皮１２は

、樹脂やゴムなどによる導電性化合物、または、アルミ

ニウムや銅などの金属箔からなるものである。これによ

り、線心露出部位４のシールド効果が高まり、ノイズの

影響を受けにくくなる。また、シール材１１により、線

心露出部位４の防水性が向上する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 線 心 を 露 出 さ せ た 線 心 露 出 部 位 が 形 成 さ れ た シ ー ル ド 線 に お い て 、
　 前 記 線 心 露 出 部 位 は 、 導 電 性 を 有 す る ペ ー ス ト 状 の シ ー ル 材 で 被 覆 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 、 シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ ー ル 材 の 表 面 に は 、 外 皮 が 付 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 外 皮 は 、 導 電 性 を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ー ル ド 線 の
シ ー ル ド 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 線 心 を 露 出 さ せ た 線 心 露 出 部 位 が 形 成 さ れ た シ ー ル ド 線 に お い て 、
　 前 記 線 心 露 出 部 位 は 、 ペ ー ス ト 状 の シ ー ル 材 で 被 覆 さ れ 、
　 こ の シ ー ル 材 の 表 面 に は 、 導 電 性 の 外 皮 が 付 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 シ ー ル ド
線 の シ ー ル ド 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 シ ー ル ド 線 の 遮 蔽 端 末 導 体 に は 、 接 合 具 を 介 し て 電 線 が 電 気 的 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 接 合 具 は 、 前 記 シ ー ル ド 線 の シ ー ス の 側 方 に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 シ ー ル ド 線 の 線 心 は 、 コ ネ ク タ 内 の 端 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 シ ー ル 材 は 、 前 記 コ ネ ク タ に 達 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず
れ か に 記 載 の シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 外 皮 は 、 前 記 シ ー ル 材 と 一 体 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 乃 至 ６ の い
ず れ か に 記 載 の シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 線 心 を 露 出 さ せ た 線 心 露 出 部 位 が 形 成 さ れ た シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 方 法 で あ っ て 、
　 導 電 性 を 有 す る ペ ー ス ト 状 の シ ー ル 材 で 前 記 線 心 露 出 部 位 が 被 覆 さ れ る シ ー リ ン グ 工 程
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 自 動 車 用 の ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス を 構 成 す る シ ー ル ド 線 に 適 用 す る に 好
適 な 、 シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 お よ び シ ー ル ド 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ５ は 従 来 の シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 第 １ 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 ６ は 従 来 の シ ー ル ド
線 の シ ー ル ド 構 造 の 第 ２ 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 シ ー ル ド 線 の 端 末 は 、 線 心 に 端 子 を 接 続 す る 圧 着 加 工 を 行 う た め 、 そ の 作 業 長
と し て 数 十 ミ リ メ ー ト ル の シ ー ス （ 保 護 カ バ ー ） の 除 去 や 編 組 シ ー ル ド の 分 離 が 必 要 と な
る 。 そ の 結 果 、 こ の 部 位 は 、 シ ー ル ド 層 が な く な っ て 線 心 が 露 出 し た 線 心 露 出 部 位 と な る
の で 、 ノ イ ズ の 影 響 を 受 け や す く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る 手 法 と し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 基 材 フ ィ ル ム １ ５ の
片 面 に 導 電 性 粘 着 剤 層 １ ６ を 形 成 し た 導 電 性 粘 着 シ ー ト １ ７ で シ ー ル ド 線 １ の 線 心 露 出 部
位 ４ を 被 覆 す る 技 術 （ 以 下 、 公 知 技 術 １ と い う 。 ） が 提 案 さ れ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 こ れ と は 別 の 手 法 と し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 シ ー ル ド 線 １ の 線 心 露 出 部 位 ４ に
熱 収 縮 チ ュ ー ブ １ ９ を 被 包 し 、 こ の 熱 収 縮 チ ュ ー ブ １ ９ 内 に 液 状 の 熱 硬 化 型 導 電 性 樹 脂 組
成 物 ２ ０ を 充 填 し た 後 、 加 熱 に よ り 、 熱 硬 化 型 導 電 性 樹 脂 組 成 物 ２ ０ を 硬 化 さ せ る と と も
に 、 熱 収 縮 チ ュ ー ブ １ ９ を 収 縮 さ せ る 技 術 （ 以 下 、 公 知 技 術 ２ と い う 。 ） が 提 案 さ れ て い
た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ７ ４ ４ ８ ９ 号 公 報 （ 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ２ ９ ３ ６ ９ ２ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 こ れ ら の 公 知 技 術 １ 、 ２ で は 、 シ ー ル ド 線 １ の 線 心 露 出 部 位 ４ に 防 水 対 策 が 施
さ れ て い な い た め 、 被 水 環 境 （ 例 え ば 、 自 動 車 の エ ン ジ ン ル ー ム な ど ） で 使 用 す る 場 合 に
は 、 線 心 露 出 部 位 ４ の 防 水 性 が 不 足 し 、 編 組 シ ー ル ド の 微 細 な 隙 間 な ど か ら シ ー ル ド 線 １
内 に 水 が 浸 入 し て し ま う と い う 不 都 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 公 知 技 術 ２ で は 、 熱 硬 化 型 導 電 性 樹 脂 組 成 物 ２ ０ が 液 状 で あ る た め 、 微 細 な 隙 間
に 浸 透 し や す く な る 反 面 、 浸 透 後 に 流 出 し や す い こ と か ら 、 シ ー ル ド 線 １ の 線 心 露 出 部 位
４ に 完 全 な 防 水 機 能 を 付 与 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ う し た 不 都 合 を 解 消 す る こ と が 可 能 な 、 シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 お よ び
シ ー ル ド 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま ず 、 請 求 項 １ に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 発 明 で は 、 線 心 を 露 出 さ せ た 線 心 露
出 部 位 が 形 成 さ れ た シ ー ル ド 線 に お い て 、 前 記 線 心 露 出 部 位 は 、 導 電 性 を 有 す る ペ ー ス ト
状 の シ ー ル 材 で 被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 発 明 で は 、 前 記 シ ー ル 材 の 表 面 に は
、 外 皮 が 付 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 発 明 で は 、 前 記 外 皮 は 、 導 電 性 を 具
備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 発 明 で は 、 線 心 を 露 出 さ せ た 線 心 露
出 部 位 が 形 成 さ れ た シ ー ル ド 線 に お い て 、 前 記 線 心 露 出 部 位 は 、 ペ ー ス ト 状 の シ ー ル 材 で
被 覆 さ れ 、 こ の シ ー ル 材 の 表 面 に は 、 導 電 性 の 外 皮 が 付 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 発 明 で は 、 前 記 シ ー ル ド 線 の 遮 蔽 端
末 導 体 に は 、 接 合 具 を 介 し て 電 線 が 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 接 合 具 は 、 前 記 シ ー ル ド 線 の
シ ー ス の 側 方 に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 発 明 で は 、 前 記 シ ー ル ド 線 の 線 心 は
、 コ ネ ク タ 内 の 端 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 シ ー ル 材 は 、 前 記 コ ネ ク タ に 達 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 発 明 で は 、 前 記 外 皮 は 、 前 記 シ ー ル
材 と 一 体 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ８ に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 方 法 の 発 明 で は 、 線 心 を 露 出 さ せ た 線 心 露
出 部 位 が 形 成 さ れ た シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 方 法 で あ っ て 、 導 電 性 を 有 す る ペ ー ス ト 状 の シ
ー ル 材 で 前 記 線 心 露 出 部 位 が 被 覆 さ れ る シ ー リ ン グ 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ー ル ド 線 の 線 心 露 出 部 位 に お い て 、 シ ー ル ド 効 果 を 高 め て ノ イ ズ の
影 響 を 受 け に く く す る と 同 時 に 、 シ ー ル 材 に よ っ て 防 水 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 、 図 ２ は
本 発 明 に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 、 図 ３ は 本 発 明 に
係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 、 図 ４ は シ ー ル 材 と 外 皮 と
の 一 体 物 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 シ ー ル ド 線 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 そ の 端 末 に お い て 、 シ ー ス ２ を 除 去 し た 後 、 編 組
シ ー ル ド （ 遮 蔽 端 末 導 体 ） ５ を 線 心 ３ か ら 分 離 す る こ と に よ り 、 ２ 本 の 線 心 ３ を 露 出 さ せ
た 線 心 露 出 部 位 ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 編 組 シ ー ル ド ５ に は 、 接 合 金 具 な ど の 接 合
具 ７ を 介 し て 電 線 ６ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 ２ 本 の 線 心 ３ お よ び 電 線 ６ は 、
コ ネ ク タ ９ 内 の ３ 個 の 端 子 １ ０ に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 と こ ろ で 、 シ ー ル ド 線 １ の 線 心 露 出 部 位 ４ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 導 電 性 を 有 す る ペ ー
ス ト 状 の シ ー ル 材 １ １ で 被 覆 さ れ て お り 、 シ ー ル 材 １ １ は シ ー ル ド 線 １ の 編 組 シ ー ル ド ５
と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の シ ー ル 材 １ １ は 、 導 電 性 フ ィ ラ ー を 含 有 す る ブ チ ル ゴ ム
な ど の 導 電 性 自 己 融 着 粘 着 材 で あ り 、 シ ー ス ２ か ら コ ネ ク タ ９ の 近 傍 に ま で 達 し て い る 。
さ ら に 、 シ ー ル 材 １ １ の 表 面 に は 、 シ ー ル 材 １ １ の べ た つ き 感 を 防 止 す る こ と と 、 シ ー ル
材 １ １ を 均 等 に 加 圧 す る こ と を 目 的 と し て 、 導 電 性 を 有 す る シ ー ト 状 ま た は テ ー プ 状 の 外
皮 １ ２ が 巻 き 付 け ら れ て い る 。 こ の 外 皮 １ ２ は 、 樹 脂 や ゴ ム な ど に よ る 導 電 性 化 合 物 、 ま
た は 、 ア ル ミ ニ ウ ム や 銅 な ど の 金 属 箔 か ら な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 、 シ ー ル ド 線 １ で は 、 シ ー ル 材 １ １ が 導 電 性 を 有 し て お り 、 編 組 シ ー ル ド ５
と 導 通 し て い る の で 、 線 心 露 出 部 位 ４ に お い て 高 い シ ー ル ド 効 果 を 発 現 す る 。 そ の 上 、 こ
の シ ー ル 材 １ １ を 覆 う 外 皮 １ ２ も 導 電 性 を 有 し て い る の で 、 シ ー ル ド 線 １ の 線 心 露 出 部 位
４ に お け る シ ー ル ド 効 果 は ま す ま す 高 い も の と な る 。 そ の 結 果 、 シ ー ル ド 線 １ は 、 線 心 露
出 部 位 ４ に お い て ノ イ ズ の 影 響 を 受 け に く く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か も 、 シ ー ル ド 線 １ で は 、 公 知 技 術 １ 、 ２ と 異 な り 、 シ ー ル 材 １ １ が 防 水 機 能 を 発 現
す る の で 、 シ ー ル ド 線 １ を 被 水 環 境 で 使 用 す る 場 合 で も 、 編 組 シ ー ル ド ５ の 隙 間 か ら シ ー
ル ド 線 １ 内 に 水 が 浸 入 す る 事 態 の 発 生 を 回 避 す る こ と が で き る 。 な お 、 シ ー ル 材 １ １ は 液
状 で は な い た め 、 液 状 の 熱 硬 化 型 導 電 性 樹 脂 組 成 物 を 用 い る 公 知 技 術 ２ と 違 っ て 、 シ ー ル
材 １ １ が 流 出 す る 事 態 は 生 じ な い の で 、 完 全 な 防 水 機 能 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 例 え ば 、 シ ー ル ド 線 １ の 一 端 が 自 動 車 の エ ン ジ ン ル ー ム で 、 他 端 が 室 内 の
場 合 、 シ ー ル ド 線 １ の 一 端 が エ ン ジ ン ル ー ム 内 で 被 水 し て も 、 そ の 水 が シ ー ル ド 線 １ を 伝
っ て 室 内 に 入 り 込 む 恐 れ は な い 。 そ の た め 、 水 漏 れ や 電 装 品 へ の 悪 影 響 が 発 生 す る 心 配 は
な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 編 組 シ ー ル ド ５ に 電 線 ６ を 最 短 経 路 で 接 続 し た シ ー
ル ド 線 １ に つ い て 説 明 し た が 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 編 組 シ ー ル ド ５ を 適 宜 湾 曲 さ せ る こ と
に よ り 、 接 合 具 ７ を シ ー ス ２ の 側 方 に 位 置 さ せ る よ う に し て も よ い 。 そ う す れ ば 、 シ ー ル
ド 線 １ の 線 心 露 出 部 位 ４ の 防 水 性 を 一 層 向 上 さ せ る べ く シ ー ル 材 １ １ を 加 圧 し て も 、 接 合
具 ７ の 鋭 利 な 突 起 や 電 線 ６ の 銅 素 線 先 端 に よ っ て 線 心 ３ の 絶 縁 体 が 物 理 的 損 傷 を 受 け る 事
態 の 発 生 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 遮 蔽 端 末 導 体 と し て 編 組 シ ー ル ド ５ を 用 い た シ ー ル
ド 線 １ に つ い て 説 明 し た が 、 編 組 シ ー ル ド ５ 以 外 の 遮 蔽 端 末 導 体 を 代 用 す る こ と も 可 能 で
あ る 。 例 え ば 、 金 属 箔 シ ー ル ド に ド レ ン ワ イ ヤ が 電 気 的 に 接 続 さ れ た も の を 遮 蔽 端 末 導 体
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と し て 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 シ ー ス ２ か ら コ ネ ク タ ９ の 近 傍 ま で シ ー ル 材 １ １ お
よ び 外 皮 １ ２ を 設 け た シ ー ル ド 線 １ に つ い て 説 明 し た が 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 材 １
１ お よ び 外 皮 １ ２ を コ ネ ク タ ９ に 達 す る ま で 設 け る よ う に し て も よ い 。 そ う す れ ば 、 コ ネ
ク タ ９ の 端 部 を も シ ー ル 材 １ １ お よ び 外 皮 １ ２ で 防 水 す る こ と が 可 能 と な る の で 、 わ ざ わ
ざ コ ネ ク タ ９ 内 に 防 水 ゴ ム 栓 １ ３ を 装 着 す る 必 要 が な く な る 。 し た が っ て 、 防 水 ゴ ム 栓 １
３ の 材 料 コ ス ト お よ び 組 付 作 業 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 シ ー ル 材 １ １ と 外 皮 １ ２ と が 別 体 で あ る 場 合 に つ い
て 説 明 し た が 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 材 １ １ と 外 皮 １ ２ と 一 体 に 形 成 し た も の を 使 用
す る こ と も 勿 論 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 シ ー ル ド 線 １ の 線 心 露 出 部 位 ４ を 導 電 性 の シ ー ル 材
１ １ で 被 覆 し 、 こ の シ ー ル 材 １ １ の 表 面 に 導 電 性 の 外 皮 １ ２ を 巻 き 付 け た シ ー ル ド 線 １ に
つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 導 電 性 の シ ー ル 材 １ １ の み で 所 期 の シ ー ル ド 効 果 が 得 ら れ る 場
合 に は 、 導 電 性 の 外 皮 １ ２ に 代 え て 一 般 （ 非 導 電 性 ） の 外 皮 １ ２ を 使 用 し て も よ い 。 さ ら
に 、 シ ー ル 材 １ １ の べ た つ き 感 を 防 止 し た り 、 シ ー ル 材 １ １ を 均 等 に 加 圧 し た り す る 必 要
性 が 少 な い 場 合 に は 、 導 電 性 の 外 皮 １ ２ を 省 い て も 構 わ な い 。 こ れ ら の 場 合 、 外 皮 １ ２ の
材 料 コ ス ト や 巻 付 作 業 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。 或 い は ま た 、 導 電 性 の 外 皮 １ ２ の
み で 所 期 の シ ー ル ド 効 果 が 得 ら れ る 場 合 に は 、 導 電 性 の シ ー ル 材 １ １ に 代 え て 一 般 （ 非 導
電 性 ） の シ ー ル 材 １ １ を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 シ ー ル ド 線 １ の 端 末 に 線 心 露 出 部 位 ４ が 形 成 さ れ た
場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 シ ー ル ド 線 １ の 分 岐 部 な ど の 途 中 に 線 心 露 出 部 位 ４ が 形 成 さ れ
た 場 合 に 本 発 明 を 同 様 に 適 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ２ 本 の 線 心 ３ を 備 え た シ ー ル ド 線 １ に つ い て 説 明 し
た が 、 線 心 ３ の 本 数 は ２ 本 に 限 る わ け で は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 、 航 空 機 、 電 車 、 製 造 プ ラ ン ト な ど 、 ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス が 部 品 と し て
用 い ら れ る 各 種 の 産 業 分 野 に 広 く 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 シ ー ル 材 と 外 皮 と の 一 体 物 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 第 １ 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の シ ー ル ド 線 の シ ー ル ド 構 造 の 第 ２ 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ … … シ ー ル ド 線
　 ２ … … シ ー ス
　 ３ … … 線 心
　 ４ … … 線 心 露 出 部 位
　 ５ … … 編 組 シ ー ル ド （ 遮 蔽 端 末 導 体 ）
　 ６ … … 電 線
　 ７ … … 接 合 具
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　 ９ … … コ ネ ク タ
　 １ ０ … … 端 子
　 １ １ … … シ ー ル 材
　 １ ２ … … 外 皮
　 １ ３ … … 防 水 ゴ ム 栓

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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